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１．はじめに

　暑く厳しい盛夏を乗り切るために、涼しく着心地良
く動きやすく、フォーマルな場面でも十分活用できる
快適なジャケットの製作を行ってきた。前々報1）では
身幅と袖幅を広くしつつもシルエットを崩さないよう
ゆとりを確保し、袖を正バイヤスにすることで腕の動
作適合性も高めた。
　また、前報2）では前身頃の構成パーツを減らし、hem
の処理方法を変更することで製作時間の短縮を図っ
た。その結果、仕上げの行程に多く時間をかけること
ができ、仕上がりの満足度の上昇に繋がった。さらに、
着用の季節を盛夏に限定して、半袖にしたことで、よ
り動きやすく、涼しいという結果が得られたが、教育
現場での着用には長い袖の方がふさわしいと考える者
もいた。素材については、麻が最も涼しいという結果
が出たものの、一枚で着用するには肌触りが良くない
と感じた者もあった。
　これまでの製作実験を通して、一部の製作者が困難
に感じる点があり、仕上がりの美しさに満足がいかな
い製作者もいた。特に接着芯の貼付、袖付け、肩パッ
ド付けに失敗があり、選択した生地がジャケットにふ
さわしくないという意見や、完成後にルレット痕が目
立つ者もあり、生地選びもジャケット製作には重要で
あることが分かった。
　このジャケット製作を教材として取り扱うにあた
り、自分の体形にフィットすることと、自分で美し
く製作するには、製作者が困難と感じた点を解消し、
ジャケット製作する側、指導する側にとって簡単に製
作できる指導法を考えていく必要がある。
　そこで、本報では製作者が特に困難と感じた生地の

選択について検討し、誰でも簡単に美しく仕上げられ
る指導法を目指したい。
　本来ルレットは縫い合わせる箇所がわかるよう印を
つけるために用いられ、生地に痕を残すものである。
従って、縫製時に痕が見える必要がある。生地に印を
つける道具は他にもチャコやペン、丸歯ルレットがあ
るが、これらは一度に生地の表裏に印をつけることは
できず、手間がかかり印もずれてしまうことがある。
また、生地の表裏に印をつける方法には切りじつけも
あるが、時間と労力がかかるうえに、外れやすい。
　そこで、ルレット痕の付き方と生地の特性との関連
を追究し、生地購入時の店頭での選び方について考え
て、自分で生地を購入する際、ルレット痕の付きやす
い生地を選ぶ方法を提案する。

２．実験Ⅰ

２－１　素材の準備
　ルレット痕の分りやすさは、生地の物理量の違いに
より生じるのではないかと仮定し、今回は生地の厚
さ、重量、糸密度、防しわ度、曲げ剛さの5つの物理
量3）を測定した。使用した素材は、ギャバジン（以下
素材Ａ）、オックス（以下素材Ｂ）グログラン（以下素
材Ｃ）、ウェザークロス（以下素材Ｄ）、コードレーン
（以下素材Ｅ）、綿レース（以下素材Ｆ）、麻（薄）（以
下素材Ｇ）、麻（厚）（以下素材Ｈ）の8種類である。

２－２　結果と考察
　それぞれの素材の防しわ度を目で簡単に店頭で確認
するために、図1のように握りこんでしわを付けた。ま
た、ルレット痕を付けて、痕の分りやすい物から分り
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にいくい物に順位を付けた。その結果を表1に示す。 　表の上位にあるものほどルレット痕が分りやすく、
下位にあるほど分りにくいものとした。
　表1で一位となったルレット痕が分りやすい素材B
は表は黒色だが、裏が生成色で、裏からルレットで圧
力をかけた場合、生地を突いて裏から盛り上がってく
るため、裏の色が見えてルレット痕としては一番分り
やすい結果となった。
　素材Ｅは白と黒の細かいストライプ模様である。ル
レット痕は見えるが、表面に細かい凹凸があって盛り
上がっており、ルレット痕が分りにくくなってしまう
ため、素材Ｈ、素材Ｃより下位とした。
　素材Ｄと素材Ｇは同じ程度の付き具合だったが、素
材Ｇは織り糸が太く、織り目も荒いため、ルレット痕
が織り目の間隙に落ちてしまい、分りやすさは素材Ｄ
より下位になった。
　素材Ｆと素材Ａでは、素材Ｆは織り模様のないとこ
ろでルレット痕が見えるものの、織り模様のある部分
は、ルレット痕が凹凸のある複雑な織り柄に隠れてし
まっている。見える部分も一部あることから、素材Ａ
より上位になった。以下に素材の諸元を表2に示す。

　基本的な物理量の測定結果では、重量はほぼ同じ値
であった。厚さはルレット痕の分りにくい素材Ｆが一
番厚かったが、それよりも分りにくい素材Ａが薄かっ
たためこれらの厚さ、重量はルレット痕との関係はな
いと考えた。
　次に糸密度と曲げ剛さの結果を表3、表4に示す。ま
た、これらを分りやすく散布図で示したものが図2、図
3である。散布図には、縦軸にルレット痕の分りやす
さの順位を、横軸にそれぞれ糸密度、曲げ剛さをとっ
た。

図１　しわの付け方

表１　�各素材のルレット痕の分りやすさとしわの形状（実験Ⅰ）
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表3　糸密度（実験Ⅰ） 表4　曲げ剛さ（実験Ⅰ）
項目

名称

糸密度
（本/cm）

項目

名称

曲げ剛さ（g・cm）

経 緯 縦 横 バイヤス
素材Ａ 48 22.5 素材Ａ 0.43 0.18 0.18
素材Ｂ 28 18 素材Ｂ 0.74 0.17 0.35
素材Ｃ 13 35 素材Ｃ 0.52 0.96 0.66
素材Ｄ 26 26 素材Ｄ 0.45 0.28 0.23
素材Ｅ 48 32 素材Ｅ 0.60 0.13 0.21
素材Ｆ 素材Ｆ 0.78 0.36 0.55
素材Ｇ 20 23 素材Ｇ 0.90 0.39 0.40
素材Ｈ 33 23 素材Ｈ 0.58 0.47 0.54

表２　素材の諸元（実験Ⅰ）
項目

名称 繊維 組織 厚さ
（mm）

重量
（g/cm2）

素材Ａ ポリエステル  65%
綿  35% 綾織 0.30 0.02

素材Ｂ 綿  100% 平織 0.34 0.02
素材Ｃ 綿  100% 平織 0.23 0.03
素材Ｄ 綿  100% 平織 0.31 0.02
素材Ｅ 綿  100% 平織 0.41 0.02
素材Ｆ 綿  100% レース織 0.70 0.02
素材Ｇ 麻  100% 平織 0.44 0.02
素材Ｈ 麻  100% 平織 0.54 0.02
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　図2、図3の散布図を見てみると、広範囲に点が分散
しているため、これらがルレット痕の分りやすさに影
響する要因であるとは考えにくい。
　次に防しわ度についての結果を表5、図4に表す。

　防しわ度についての散布図を見ると、ルレット痕の
分りやすいものほど防しわ度が低く、分りにくいもの
ほど防しわ度が高いことが分かる。また、防しわ度と
順位についての相関係数はr=0.75程度であり、正の相
関がみられる。
　よって、ルレット痕の分りやすさに違いが出る要因
は、防しわ度であることが分かった。
　本研究の目的は、ジャケット製作を行う際、ルレッ
ト痕の付きやすい生地を選ぶ方法を提案することであ
る。実験Ⅰより、しわの付きやすい生地ほどルレット
痕も付きやすく、しわが付きにくい生地はルレット痕
も付きにくいということが分かった。しかし、店先で
防しわ度を測定することはできないため、生地の端を
図5のように握り、しわの付き具合を見て生地を選ぶ
という方法を提案したい。

　実験Ⅰでは限られた方法でしか物理量を測定してい
ないため、素材を変え、新たにカンチレバ法を用いた
剛軟度の測定と、生地の垂れ具合を見るためにドレー
プ係数を求めた。

3．実験Ⅱ

3－１　素材の準備
　実験Ⅰでルレット痕の分りやすさの要因が防しわ度
だと分かった。そこで、実験Ⅱでは実際に店頭でしわ
の付きやすさを見て、同程度にしわがつく素材5種類
を購入した。実験Ⅰでルレット痕の分りやすさの要因
だと分かった防しわ度に加え、45°カンチレバ法を用
いた剛軟度とドレープ係数を測定する。使用した素材
はすべて黒色で、ストレッチ無地、アートピケ、シャー
クスキン、ソフト綿麻キャンバス、チノクロスである。

3－２　結果と考察
　各素材のルレット痕の分りやすさを実験Ⅰと同様に
順位づけをして並べた物を表6に示す。表の上位にあ
るほどルレット痕が分りやすく、下位にあるほど分り
にくいものとした。

表5　防しわ度（実験Ⅰ）

項目
名称

防しわ度（%）
縦 横 バイヤス

素材Ａ 65.1 64.3 65.4
素材Ｂ 42.3 50.8 58.3
素材Ｃ 51.5 46.9 49.7
素材Ｄ 66.1 65.9 62.6
素材Ｅ 43.0 42.0 50.5
素材Ｆ 64.4 50.2 61.6
素材Ｇ 49.5 57.5 55.9
素材Ｈ 43.0 34.0 46.8

図２　糸密度とルレット痕の分りやすさの散布図

図4　防しわ度とルレット痕の分りやすさの散布図

図5　生地の端を握っているところと放したところ

図3　曲げ剛さとルレット痕の分りやすさの散布図
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　今回の素材は同程度にしわの付くものを選んで購入
したため、しわの付き方に大きな差は見られなかっ
た。
　チノクロスのルレット痕は触ってもぷつぷつとしっ
かり出ているため、分りやすい。
　無地ストレッチ、シャークスキンについては触った
感じは同じであるが、表からの孔がシャークスキンの
方が分りにくかった。
　ソフト綿麻キャンバスはルレット痕は付くが、繊維
が太く荒いため、痕が間隙に紛れてしまい分りにく
い。
　夏の素材として使用されるアートピケは二重構造に
なっており、しわの形状が丸く出て、ルレット痕も分
りにくい。これは、アートピケには表に模様が浮き出
ている複雑な織り柄があり、実験Ⅰの素材Ｆのレース
織りと同様にルレット痕が紛れてしまうためであると
考えられる。
　素材の諸元を表7に示す。

　厚さや平面重、糸密度については実験Ⅰと同様に、
大きな違いは見られなかった。
　防しわ度についての結果を表8に示す。

　アートピケは二重構造になっており、防しわ度は高
く、ルレット痕がつきにくいという結果であったが、
他の4種の素材は、同程度にしわがつくものを選んだ
ため、大きな差は見られなかった。しかし、ルレット痕
の分りにくい綿麻キャンバスの防しわ度が低いという
結果より、実験Ⅰから導き出された防しわ度とルレッ
ト痕の分りやすさの関係は、すべての素材に共通して
言えることではないことが分かった。
　次に、新しく測定したカンチレバ法による剛軟度に
ついての結果を表9に示す。

　剛軟度は数値が大きいほど硬いが、ソフト綿麻キャ
ンバス以外は同程度の値となった。ソフト綿麻キャン
バスは、触った感じも柔らかかったが、ルレット痕と
は関係が見られない。また、どの素材も、縦方向より、

表6　�各素材のルレット痕の分りやすさとしわの形状（実験Ⅱ）
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表7　素材の諸元（実験Ⅱ）

項目

布地
繊維 組織 厚さ

（mm）
平面重
（g/cm2）

糸密度
（本/cm）

径 緯

ストレッチ無地 綿  97％
ポリウレタン  3％ 綾織り 0.412 0.025 26 24

アートピケ 綿  90％ 
ポリエステル 10％

平織り
飾りあり 0.642 0.021 33 34

シャークスキン 綿  100％ 平織り 0.341 0.02 24 15

ソフト綿麻
キャンバス

麻  55％
綿  45％ 平織り 0.428 0.021 21 23

チノクロス 綿  100％ 綾織り 0.328 0.024 36 33

表8　防しわ度について（実験Ⅱ）

項目
布地

防しわ率（％）

縦 横

ストレッチ無地 36.8 45.8

アートピケ 81.9 64.6

シャークスキン 33.3 38.9

ソフト綿麻キャンバス 33.3 36.1

チノクロス 30.6 45.1

表9　剛軟度について

項目
布地

剛軟度（mm）

縦 横

ストレッチ無地 57.3 38.7

アートピケ 53.1 52.0

シャークスキン 55.4 33.7

ソフト綿麻キャンバス 39.4 33.7

チノクロス 53.4 44.2
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横方向が柔らかいという結果が得られた。
　ドレープ性についての結果を表10に示す。

　ドレープ係数が小さいほど、より垂直に生地が垂れ
ることを示している。各素材のドレープ係数を見る
と、ルレット痕の分りにくかったソフト綿麻キャンバ
スが一番ドレープ係数が小さい。また、ルレット痕が
分りやすいチノクロス、ストレッチ無地は、ドレープ
係数が大きい。このことにより、ドレープ係数が小さ
いほどルレット痕が付きにくく、大きいほどルレット
痕が付きやすいということが言える。
　また、各素材のドレープを投影し、重ねて描いたも
のを図6に示す。

　張り感のある青色で示すチノクロスは綺麗なドレー
プが出ず、生地端が直線的で四辺形に見える。反対に
赤色で示すソフト綿麻キャンバスはきれいな星形に生
地が垂れており、どの方向にも柔らかいことが分か
る。
　また、緑色で示すシャークスキンや桃色で示す無地
ストレッチは、張りがありこれらも四辺形に見える。
つまり、ルレット痕の分りやすいものは、張り感があ
るものではないかと考えられた。

　以上の結果から、ルレット痕の分りやすさは、防し
わ度とドレープ係数が影響していることが分かった
が、すべての素材では実証できなかった。

4．生地の選び方

　実験Ⅰで提案した生地の選び方は、握りこむことで
傷めてしまったり、店頭では生地を握る行為を嫌がら
れてしまう場合がある。店頭において、より簡単かつ
短時間で確かめられる方法を以下に提案する。実験Ⅱ
では張り感も関係していることが分かったため、生地
をこぶしの上に被せて、ドレープ性を見、張り感のあ
るものを選ぶことも重要である。

4－１　提案
　防しわ度が低いほど、ルレット痕はよく分るという
実験Ⅰの結果から、以下の方法を提案する。
① 生地の端3cm角を正バイアスに折り、どの程度の折り
目がつくか。
② 生地の端3cm角を正バイアスに折りどの程度戻るか。
　これらを実際に実験Ⅱの素材で行ったところ、図7、
図8のようになった。

表１0　ドレープ係数

項目
布地 ドレープ係数

ストレッチ無地 0.608

アートピケ 0.540

シャークスキン 0.564

ソフト綿麻キャンバス 0.417

チノクロス 0.612

図6　ドレープの投影図

図7　折り目の付き方

図8　横から見たときの戻り具合
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　図7はルレット痕の分りにくいものから順に左から
並んでいる。ソフト綿麻キャンバス、アートピケはあ
まり折り跡が付いていないが、チノクロス、無地スト
レッチ、シャークスキンはある程度折り跡が付いてい
る。
　図8は折った部分のみを横から見た図である。ル
レット痕が分りにくいものから順に奥から手前に並ん
でいる。
　チノクロス、無地ストレッチ、シャークスキンは折
り込んだ後、ほぼ垂直までしか戻らなかったが、ソフ
ト綿麻キャンバスは120度、アートピケは155度まで
戻ってしまった。これらは防しわ度の関係と一致する
ことから、生地の端を折る生地選びは、有効であると
考える。
　しかし、この方法は生地端であっても生地を強く折
りつけてしまい、購入しない生地については痕を残し
てしまう。
　そこで、ドレープ性もルレット痕の分りやすさの要
因となっていることから、図9のように生地をこぶし
の上に被せて垂れ具合を見る方法を併せて提案した
い。

　この方法では生地を折らずに済むため、生地を傷め
る心配がない。よって、生地端を折ることができない
場合は、ドレープ性を見て張り感のある生地を購入の
目安にできるのではないかと考える。
　また、実験Ⅰ・Ⅱでは表面に複雑な織り柄が入って
いる生地は、共通してルレット痕が分りにくい生地で
あることがわかっている。よって、生地を選ぶ際には、
複雑な織り柄のある生地は避けた方がよい。

5．まとめ

　ジャケットを誰でも簡単に美しく仕上げるために
は、ルレット痕が分りやすい生地を使用することが望
ましい。ルレット痕が分りやすい生地を探るために素
材の物理量の測定を行ったところ、防しわ度が関係し

ていることが分かった。防しわ度が高い生地ほどル
レット痕は分りにくく、防しわ度が低い生地ほどル
レット痕は分りやすいという結果を得た。
　つまりジャケットを製作する際、ルレット痕が分り
やすい生地を選ぶ方法は、しわの付き具合を見ること
が有効である。しかし、店頭で実際に生地を握る行為
は生地を傷めてしまったり、商品にしわを付けること
になり、できれば避けたい。
　そこで、生地の端3cm角を正バイアスに折り、しわ
の付き方、戻り具合を見る方法を提案する。この方法
であれば、生地端でしわを見るため、大きく生地を傷
めず、また小さく確認できるため、時間もかからない。
　ドレープ性の観点から、握りこぶしの上に生地をか
ぶせて、生地の垂れ具合を見る方法も併せて提案す
る。ある程度張りのある生地は、ルレット痕も分りや
すい。
　また、表面に複雑な織り模様があるとルレット痕が
模様に紛れてしまうため、避けた方がよいということ
もわかった。
　本実験を行うにあたって材料の選択や物理実験につ
いて終始貴重なご指導とご意見をいただいた家政教育
講座の長井茂明教授、分析方法をご指導いただいた関
根美貴先生、実験に協力してくださった山本麻未さん
に深く感謝いたします。
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図9　ドレープ性を見ているところ


